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国見町は、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこれから百

年後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まちづくり」を進めて

います。このコーナーでは町や地域が行っている取り組みについて、毎

月お伝えしています。

9

あなたの「やってみたい」ことは何ですか？

ぜひ教えてください

　あつかし歴史館は、平成29年1月にオープンして以来、郷土史の学習と継承、

そして地域の交流・賑わいの拠点として、約 23,000 人が来館しています。

　今後も、文化財の分かりやすい展示や郷土史研究の成果報告など内容を充

実させ、「郷土史と文化遺産の継承」「町内の魅力や生活文化の発信」など、

文化財センター本来の使命を果たしていきます。

　加えて企画展やイベントでは、前例にとらわれることなく地域の人々の「知

りたい」や「やってみたい」に積極的に取り組んでいきます。

■郷土史の研究と交流の拠点として

■今年の「あつかし歴史館」の取り組みについて

・ 町内にある文化財を積極的に活用し、体験学習を多く取り入れ「知ること」

や「やってみる」を創出できる企画・展示を実施します。

・ 地域の特性を持つ「伝統文化」や「食文化」を事業に取り入れ、郷土愛の醸

成をさらに図ります。

・ 町外の博物館や歴史館、関係機関と広域的な連携を実施し、多彩なイベント

や企画展を実施し魅力の発信と、集客の向上に努めます。

 今後とも「あつかし歴史館」をよろしくお願いいたします。

　これからも、多くの方に「あつかし歴史館」に来館していただけるように

以下について取り組んでいきます。

2月には「ひなまつり」も開催予定

国見の民話かるたも復活します

もっと学びたい 感じたい 国見町のこと、
　　　　　　　　　　　　そうだ！「あつかし歴史館」に行こう

現在、下記の企画展を行っています。

ぜひ、ご来館ください。

日 時　　　　3月 4日土　午後 1時 30 分～

　　　　貝田公民館会 場

　町では、令和 3年度より郡山女子大学生活科学科建築デザイン専攻

長田城治准教授に協力を依頼し、貝田地区にある松田家住宅の歴史的

価値を再確認するため調査を進めてきました。そして、令和 4年 10 月

31 日に国登録有形文化財となりました。

　今回、その成果を報告する「歴史まちづくりシンポジウム 国登録有

形文化財 松田家住宅について」を開催します。ぜひご来場ください。

 歴まちインフォメーション

※詳細についてはあらためて周知いたします。
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玉村　優人

（Yuto Tamamura）

テーマ授業「スポーツ編」を実施しました

地域おこし協力隊活動日記
― Activity Report ― Vol.30

　スポーツの起源は狩りといわれ、複雑な時代背景とともに競技性やルールが発展し、今のかたちに変化してきたとい

います。世界的なスポーツの祭典オリンピックも、時代の変遷とともに開催意義が大きく変化していったそうです。そ

んなスポーツの成り立ちから、人類の歴史、長さの単位、平和などについて生徒たちと考えました。

　こんにちは、地域おこし協力隊の玉村優人です。

　今回は放課後塾ハル中学部の様子をお伝えします。　

　中学 1年生と 2年生は、2学期にテーマ授業「スポーツ編」を実施しました。テー

マ授業を通して身の回りにあるさまざまなテーマを扱いながら、子どもたちの「な

ぜ？」「どうして？」という知的好奇心を刺激し、世の中にあるワクワクに触れる

機会を提供しています。

　また、今回の授業では、塾生の保護者の方や町民の方にも授業に参加していた

だきました。授業中の「そうなんだ！」という表情や、スタッフからの問いやテー

マに対して考えている姿が印象的でした。授業後には子どもたちも交えて議論す

る場面も。子どもや大人が同じ場所で学び深め、共有しあうことのできる空間を

継続して作っていきたいと感じました。授業見学はいつでも受け付けていますの

で、お気軽に問い合わせください。


